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世界を巡り温室効果ガスを測る
－シベリア永久凍土～ボルネオ熱帯泥炭－
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(Gore 1983)

世界の湿原分布世界の湿原分布

北方圏および熱帯を中心に分布北方圏および熱帯を中心に分布

泥炭湿地のガス収支

美唄の泥炭

2m

・CO2を吸収

・膨大な量の炭素を泥炭として蓄積
(Gorham, 1991)

・有機物の嫌気的分解

CH4の生成・放出

・泥炭地の排水・乾燥

○様々な環境変化に対する温室効果ガス収支の応答を調べる

大きなCO2, N2O放出源になりうる
(Kasimir-Klemedisson et al. 1997)
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インドネシア・中央カリマンタン
パランカラヤ (2˚S, 114˚E)

石狩泥炭地（美唄・北村）
（ 43˚19’N，141˚48’E）

ロシア連邦サハ共和国・ヤクーツク
(62˚05’N, 129˚45’E)

観測地の位置
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ガスフラックスの測定

・クローズドチャンバー法

アクリルチャンバー（植生含む）

ステンレスチャンバー（植生なし）沼地でのアクリルチャンバー測定

2. 2. シベリアシベリア

永久凍土地帯の森林攪乱の影響評価
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・膨大な炭素蓄積量 (Kolrchugina and Vinson 1993)

・永久凍土の存在 (Desyatkin 1993)

・頻発する森林火災 (Goldammer and Furyaev 1996)

東シベリア・ヤクーツク近郊のタイガ

年間降水量: 237mm
年平均気温 : -10.0 ˚C (-50 ～ 30 ˚C)

凍土の融解・沈降
沼地形成

アラス生成過程

永久凍土

激しい森林攪乱によるアラス生成

(Desyatkin 1993)

森林火災森林火災

乾燥化

森林中に点在するアラス

陥没途中の若いアラス（深さ20m弱）

20m

100m

アラス生態系：
森林～草地～沼地

アラス生態系：
森林～草地～沼地森林～草地～沼地

カラマツ

コケモモ

120m

イネ科草本

F G-1 G-2 G-3

植生

地点 P-1 P-2

イネ科草本

乾燥した草地 湿潤な草地

（一時的に湛水）

沼地水面

（常時湛水）

なし

森林

Forest(F)

Grassland(G)
Pond(P)
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•アラスの温室効果ガス収支(GWP) GWP=NEE(CO2) + CH4×23 
+ N2O×296

(IPCC 2001)

•森林 & 乾燥草地: CO2が主要な温室効果ガス
•沼地周辺 :CH4 & N2O もまた重要
• アラス生態系: 正味の温室効果ガス放出源に

GWP_total

湿潤草地

春先の道路事情

調査体制（蚊対策）

午前0時風景(2004/6/18)

キャンプサイト（バラガン・外観） キャンプサイト（バラガン・内部）





5

・森林火災 (Page et al. 2002)

Introduction

燃焼する泥炭と植生（撮影：森下）

1997年の大火災： 全地球上からの化石燃料由来のCO2年間放出量の13～
40%に相当するCO2がインドネシアの森林（泥炭）火災によって放出された

森林火災の影響で煙るパランカラヤ市内

熱帯泥炭林の農地化：泥炭の排水、施肥によるCO2, N2O放出の増加

・農地開発 (Muhanmad and Rieley 2001)
Introduction

森林 農地

森林・農地で測定→農地開発の影響評価

森林

○船とトロッコを乗り継いで現場（天然林）へ移動

セバンガウ川
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カリマンタン、Setia Alam siteへのトロッコ

○船からトロッコへ（乾期の場合）

トロッコに乗り込む

○船からトロッコへ

現場へ出発○船からトロッコへ ○船からトロッコへ（雨期の場合）

森林内（雨期は冠水）

・雨期の火災跡地を移動中
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農地

畑とヤシの木

農耕地 (入植後20年程度)

FibricFibric HistosolHistosol

ロングビーンロングビーン(3(3ヶ月ヶ月)) ホウレンソウホウレンソウ(2(2ヶ月ヶ月))

キャッサバキャッサバ(5(5ヶ月ヶ月)) トウモロコシトウモロコシ(3(3ヶ月ヶ月))

・様々な作物を常に栽培（年間３～４作）

・農村風景
測定結果 (GWP・北海道美唄北村の転換畑との比較)
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天然林 泥炭農地 コムギ ダイズ

インドネシア 美唄・北村

農地開発によるガス放出(CO2 ,N2O)増加

世界的にみて大きな放出量（特にN2O)

まとめ

ガス放出の制御要因の解析

それらをふまえた削減策の提示

地域により異なるガス動態 Thank you for your Thank you for your 
attention.attention.


